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11 12月号は各地の紅葉を紹介させていただいてます

　

 

華乃会お買得価格でのご紹介　炉用の釜特集です

写真①

写真①

プチ茶会ではこの御物
写の釡を使用させてい
ただきます
　

熊野本宮大社湯釜

浜松地紋真形釜　東京国立博物館蔵

楓流水鶏地紋真形釜　九州国立博物館蔵

霰地楓鹿地紋真形釜　細見美術館蔵

松梅地紋真形釜　根津美術館蔵

無地真形釜　相国寺蔵

￥41,000→￥28,000 ￥58,400→￥40,000 ￥101,700→￥70,000 ￥230,000

大西浄久　御物写桐ノ釜
　　　　　　　浄長極

輪口四寸、胴大サ九寸一分
鐶付ツマミ、紋桐前後二つ
に元に筋二通りあり、小笠
原山城守殿より上がる
　　　　「名物釜記」より

繰口で口と羽根上の略中央に形のよく整った大形の鬼面の鐶付をつけ、羽根は後世に打ちつがれ
ている。底は替底。霰地の一面には中央に大きく楓の幹と枝葉の一部を表し、幹の左右に廉を配
している。他面は扇、楓の枝葉、下方に三匹の鹿を配している。樹木の枝葉を片一方に流し描いた鎌倉時代の鏡の図様と全く
一致した構想である。

真形釡で口の刳りがやや強く、撫で肩をなし、毛切れに向かってふっくらと弧を描く。羽根以下は
欠失し、底が替えられている。　鐶付は方のやや下につけ、鬼面形をなす。同部には浜松の図を
鋳表す。前後に五株ずつの松樹を配し、大小の細やかな霰で洲浜を表し、その上に青海波風の名
実文と波頭を細かい線で浅く鋳表す。盛蓋が付属する。繰口となった口造り、ふっくらとした真形の
形姿、低い位置に付けられた鐶付など、古芦屋真形釡の典型的な形をなす釡。端正な形姿に優雅
な浜松の図が見事に鋳出された作。古芦屋真形釡を代表する優品であり、箱に「末の松山」と遠州
筆で書かれた茶人に愛されてきた名品。

口造りは繰口で，胴の下方に雄勁な鬼面
鐶付をつける。鉄肌はなめらかで，茶褐色
の渋い光沢があり，下方に霰で洲浜をあら
わして，そこに屈曲の多い枝ぶりの松を
繊細な調子で鋳出している。
真形の端正な姿，地肌，文様とも芦屋釡の
特色を最もよく表わしている。 

浜松地紋真形釜　東京国立博物館文化庁分室蔵

口の立ち上がりも高く、肩の張りも広く、鐶付獅子（頭）の
位置も高からず、形態よく整い、かつ胴径尺余りに及ぶ。
別名「立田釡」文様が細飾りの下ににらみ合う二羽の雄鶏
を大きく表し、その間に楓葉をあしらうことから。図様、鐶付
の奇知、現存する古芦屋真形釡の中でも最大の胴径など、
古芦屋の茶の湯釡の中でも特異な存在である。、

繰口が低く、肩が張り、胴が割合高く、腰に撫葉形の羽をめぐらす。
肩際についている鐶付は鬼面で、鐶通し穴の下縁が太い。生底で、
中央に丸形の湯口がある。表は口際から羽先まで霰を押して地文
とし、正面、背面および左右の鐶付を中央にして矩形の平地を設
ける。正背面の平地には銘文を、左右鐶付の平地には一方には

松枝と梅花、他方には老松と州浜を表す。　本釡は、永正十四年（1517）
芦屋の大江宣秀の作で、年紀と作者が記されているのは、芦屋釡の中で
唯一のものである。底が生底（鋳造当初の底）であることも稀有であり、
貴重な遺例である。

口の繰りが強く、肩穏やかに張り、
丸彫的な鬼面の鐶付が低く付され
て、僅かに無地の胴を飾る役目を
果たす。羽は後世に打欠き尾垂に

なる。さらに相国寺蔵には

　　　　　　七宝文真形釜がある

繰口で口と羽の略中央に形の整った大形の鬼面の鐶付を
つけ、羽は撫葉形。口際より羽先まで平たい丸い霰をもっ
て埋める。羽の付け根で心持ち胴を締めくくる。底は替え
底であるが、羽以上は完存し、保存状態は良好である。

霰地真形釜　個人蔵
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